神戸市ふるさと納税に係る返礼品に関する物品売買等契約書
　○○（以下「甲」という。）と○○（以下「乙」という。）との間に、甲の行うふるさと納税の返礼品として、乙の商品を使用することについて、以下の各条項および添付の契約約款に定めるとおり物品売買等契約を締結する。
（目的）

第１条　この契約は、甲と乙が相互に協力し、ふるさと納税として寄附していただいた方に乙の商品を贈呈することにより、神戸経済の活性化並びに新たな神戸ブランドの創出に寄与するとともに、ふるさと納税の推進を図ることを目的とする。
（二者の役割）

第２条　甲は、ふるさと納税に係る事務および広報を担う。（申請受付、納付書・寄附受納書等の発送、および乙への商品購入金額の支払い）
　　　　乙は、寄附者への商品の発送及び商品の内容に関する寄附者からの問い合わせ等の対応を行う。

(契約金額)

第３条　この契約は単価契約とする。商品の内訳及び単価は別紙商品の内訳および単価一覧のとおりとする。

乙は、甲に対し月末に請求を行い、甲は、乙の適法な請求を受理した日から３０日以内に、口座振替で支払うものとする。

（契約に係る事務の取り扱い）

第４条　この契約による商品の発送および返品、交換等取り扱いについて生じた損害は、すべて乙の負担とする。
（契約期間）

第５条　この契約の期間は、令和２年３月３１日までとする。ただし、乙が運営上、商品の提供が困難となった場合、または、乙から書面による辞退の申出があった場合は別途協議のうえ期間を変更することがある。
２　　甲が令和２年３月３１日までに受け付けた寄附者からの申込みに係る返礼品に関して、この契約によらず、別途甲から乙に物品購入発注を行うことがある。

（契約の解除）
第６条　当事者の一方が次の各号のいずれかに該当した場合には、他方当事者は、何ら催告を要することなく、この契約を直ちに解除することができる。
(1)納期が到来している所得税又は法人税、消費税及び地方消費税、県税、市民税を滞納している場合
(2)差押え、仮押さえ、仮処分、競売または強制執行の申し立てを受けた場合
(3)代表者及び役員に破産者及び禁固以上の刑に処せられたものがいる場合
(4)その他当事者間の信頼関係を著しく損ないこの契約を継続しがたい重大な事由が発生した場合
（疑義の決定）

第７条　この契約に定めのない事項及びこの契約に関し疑義等が生じた場合は、甲乙協議のうえ決定する。また、甲乙のいずれかが契約内容の変更を申し出たときは、その都度協議のうえ変更を行う。
この契約の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙において記名押印の上、各自その１通を保有するものとする。
令和元年○月○日
　　　　

　　　　甲　
　　　　　　
乙　
　　
